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プレスリリース 
 

2006年 4月 13日 
独立行政法人 情報処理推進機構 

 
第２回ＩＰＡ賞について 

～今まさに次代を切り開く「旬」の個人やグループを表彰～ 
 

独立行政法人 情報処理推進機構 （略称ＩＰＡ、理事長：藤原武平太）では、昨年度に引き続き、
ソフトウェア開発や情報セキュリティ対策、ＩＴ人材育成等、ＩＰＡの事業を通した先駆的な活躍によ

り、今まさに時代を切り開く「旬」となっている情報技術（ＩＴ）を実現している個人やグループを表

彰する制度である第２回ＩＰＡ賞の受賞者を選定しました。 
ＩＰＡ賞は、ＩＰＡ事業を通し、最先端の情報技術において、優れた開発活動・普及活動を行った方々

の功績を称えることにより、これらの成果や諸活動を広く社会に発信するとともに、受賞者の更なる活

躍を期待するものです。 
 
なお、5月 1７日（水）から東京ビッグサイトで開催される「ＩＰＡＸ ２００６」において、第２回

ＩＰＡ賞受賞者の表彰式を実施する予定です。 
 
１．ＩＰＡ賞とは 
 
★ 次代を切り開く「旬」となっているＩＴを実現している個人やグループに着目した表彰制度 
我が国においては、インターネットの出現後、情報技術（ＩＴ）は、様々な用途において利用が拡大

されるとともに、ＩＴ自体の高度化も急速に進展しております。一方、日本のＩＴをとりまく状況は、

中国、インド、韓国等の台頭により、一層厳しさを増しております。 
このように急速に変化するＩＴの流れの中で、本制度は、今まさに、次代を切り開く「旬」となって

いる個人やグループを、いわば「マン・オブ・ザ・イヤー」、「グループ・オブ・ザ・イヤー」として表

彰するものです。 
 本制度は、平成１７年度に創設され、本年度は、第２回目の選定・表彰となります。 
 
２．選定経緯 
 
★ ＩＰＡが注力する事業部門ごとに受賞者を選定 
ＩＰＡ賞の選定においては、オープンソースソフトウェアや情報セキュリティを始めとする、ＩＰＡ

が注力する事業部門（①ソフトウェア部門、②オープンソースソフトウェア部門、③ソフトウェアエン

ジニアリング部門、④情報セキュリティ部門、⑤人材育成部門、⑥事業化支援部門、⑦ＩＴ化促進部門）

ごとに受賞者を選定しました。 
（ＩＰＡ賞の対象部門につきましては別紙をご覧下さい。） 

 
★ 産業界、学界、メディア各界で構成される選定委員会で選考 
本表彰制度の受賞者選定に当たっては、産業界、学界、メディア各界の第一線で活躍している有識者

で構成されている「ＩＰＡ賞選定委員会」において、社会的なインパクト、競争力、国際性等、多角的

観点から検討いただき、その結果選考されたものです。 
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● ＩＰＡ賞選定委員会 名簿 
【委員長】  
中村 直司（なかむら なおし ：株式会社 ＮＴＴデータ 顧問） 

 
【委 員】  

加藤  和彦（かとう かずひこ ：筑波大学大学院 システム情報工学研究科 教授） 
郡山  龍 （こおりやま りゅう：株式会社 アプリックス 代表取締役会長兼ＣＥＯ） 
中川 正樹（なかがわ まさき ：東京農工大学大学院 教授、産官学連携・知的財産 

センター長、評議員） 
中谷 日出（なかや ひで   ：日本放送協会 解説委員室 解説委員） 
古沢 美行（ふるさわ よしゆき：日経ＢＰ社 取締役） 

 （敬称略 ５０音順） 
 
３．選定結果 
 

  本年度は、次の１０名（グループ）を表彰することに決定しました。（敬称略）   
【受賞者と選定理由につきましては別紙をご覧下さい。】 
                         
ソフトウェア部門 （１件） 
 

○ 沖電気工業株式会社情報通信事業グループインキュベーション本部セキュリティソリューシ

ョン開発部 

  【代 表】 
    須崎 昌彦 （すざき まさひこ） 
 
  【参加メンバー】 
    保田 浩之 （ほた ひろゆき） 
    染矢 哲宏 （そめや あきひろ） 
    前野 蔵人 （まえの くらと） 
    村瀬 嘉史 （むらせ よしふみ） 
    橋本 隆志 （はしもと たかし） 
 

オープンソースソフトウェア部門 （１件） 
 

○ OSDL SI Forum Subgroup 2（事例・検証ＤＢ検討グループ） 

【代 表】 
鈴木 敦夫 （すずき あつお  ：ＮＥＣソフト株式会社） 
 

【参加メンバー】 
丹羽 幹治 （にわ かんじ   ：ＮＥＣソフト株式会社） 
宇佐美 茂男（うさみ しげお  ：日本ヒューレット・パッカード株式会社） 
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菊池 健太郎（きくち けんたろう：ＯＳＤＬ） 
泉澤 仁  （いずみさわ じん ：ＯＳＤＬ） 
田附 俊雄 （たつき としお  ：オープンソース・ジャパン株式会社） 
関川 誠  （せきかわ まこと ：オープンソース・ジャパン株式会社） 
橋本 勝  （はしもと まさる ：オープンソース・ジャパン株式会社） 
大石 一郎 （おおいし いちろう：東芝ソリューション株式会社） 
橋本 尚  （はしもと ひさし ：株式会社日立製作所） 
杉山 憲明 （すぎやま のりあき：富士通株式会社） 
廣瀬 元義 （ひろせ もとよし ：富士通株式会社） 
木槻 純一 （きつき じゅんいち：三菱電機株式会社） 
土屋 隆  （つちや たかし  ：三菱電機株式会社） 
工内 隆  （くない たかし  ：元富士通株式会社） 

 
ソフトウェアエンジニアリング部門 （１件） 
 
○ コーディング作法ワーキンググループ 
【代 表】 
  三橋 二彩子（みつはし ふさこ ：ＮＥＣエレクトロニクス株式会社） 
 
【参加メンバー】 

上田 直子 （うえだ なおこ  ：富士通株式会社） 
宇野 結  （うの むすび   ：松下電器産業株式会社） 
大島 健嗣 （おおしま けんじ ：株式会社リコー） 
宍戸 文男 （ししど ふみお  ：イーソル株式会社） 
八谷 祥一 （はちや しょういち：株式会社ガイア・システム・ソリューション） 
林田 聖司 （はやしだ せいじ ：株式会社東芝） 
二上 貴夫 （ふたがみ たかお ：株式会社東陽テクニカ） 
古山 寿樹 （ふるやま ひさき ：松下電器産業株式会社） 

 
情報セキュリティ部門 （２件） 
 
○ 山崎 圭吾 （やまざき けいご ：株式会社ラック セキュアネット事業本部テクニカルコ

ンサルティングサービス部グループリーダー） 
 
○ 太田 良典 （おおた よしのり ：株式会社ビジネス・アーキテクツ マネージャー） 

 
人材育成部門 （３件） 

 

○ 榎本 悠久 （えのもと はるひさ：私立南山中学校男子部１年生［名古屋市］） 

 
○ 高橋 秀典 （たかはし ひでのり：特定非営利活動法人ＩＴＳＳユーザー協会 専務理事 

［株式会社スキルスタンダード研究所代表］） 
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○ 株式会社いばらきＩＴ人材開発センター 
【代 表】 
  鈴木 健二 （すずき けんじ） 
 
【参加メンバー】 
  児玉 隆次 （こだま りゅうじ） 
 
事業化支援部門 （１件） 

 
○ 赤浦 徹  （あかうら とおる  ：インキュベイト キャピタル パートナーズ ゼネラ

ルパートナー） 
 

ＩＴ化促進部門 （１件） 
 
○ 昭和電機株式会社 
【代 表】 
  柏木 武久 （かしわぎ たけひさ） 
 
【ＩＴコーディネータ】 
  森下 勉  （もりした つとむ） 

    岩佐 修二 （いわさ しゅうじ） 
 
なお、第２回ＩＰＡ賞表彰式は、以下の日程にて実施予定です。 
・ 日時：2006年 5月 17日（水）午後 3時 30分～4時 30分 
・場所：東京ビッグサイト西展示棟西１ホール 「ＩＰＡＸ 2006」展示会場内プレゼンテーション
コーナーＡ 

 
 
 
 

■本件に関するお問い合わせ先 
独立行政法人 情報処理推進機構 戦略企画部企画・調査グループ 吉川／保立／篠田 
Tel:03-5978-7503  Fax:03-5978-7510 E-mail: spd-plan@ipa.go.jp 
■報道関係からのお問い合わせ先 
独立行政法人 情報処理推進機構 戦略企画部広報グループ 高瀬／横山  
Tel: 03-5978-7503  Fax:03-5978-7510 E-mail: ipa-pr@ipa.go.jp 



 

 

 別紙   
 
 
 

ＩＰＡ賞対象部門及び対象者 
 
 
1. ソフトウェア部門 

ソフトウェアの分野（オープンソースソフトウェアの分野を除く）において、機構の支援を受け

て、独創性及び社会的波及効果が高い等、優れた開発成果をあげた個人又はグループ若しくは機構

の支援を受けて開発した成果を早期に事業化した個人又はグループ。 
 
 
2. オープンソースソフトウェア部門 

オープンソースソフトウェアの分野において、機構の支援を受けて開発した成果が優れており、

社会的波及効果が高い等、優れた開発成果をあげた個人又はグループ若しくは機構の事業を通じて、

オープンソースソフトウェアの整備及び普及に貢献した個人又はグループ。 
 
 

3. ソフトウェアエンジニアリング部門 
機構の事業を通じて、ソフトウェアを短納期及び低コストで開発するための評価及び改善手法の

開発、標準化及び普及等の実施により、ソフトウェア開発手法の向上に貢献した個人又はグループ。 
 
 

4. 情報セキュリティ部門 
機構の事業を通じて、又は機構と協力・連携して、ウィルス・不正アクセス対策、脆弱性対策、

暗号技術又はセキュリティ評価・認証その他の情報セキュリティに関する開発、標準化及び普及等

の実施により、情報システムの安全性の向上に貢献した個人又はグループ。 
 
 

5. 人材育成部門 
機構の事業を通じて、又は協力・連携して、ＩＴスキル標準の整備及び普及又は中小企業及び地

域のＩＴ化の支援又は情報処理技術者試験の運営又は天才プログラマー／スーパークリエータの

指導等の実施により、ＩＴ分野の人材育成の促進に貢献した個人又はグループ。 
 
 

6. 事業化支援部門 
機構が過去に支援した企業の事業化支援に貢献した個人又はグループ。 

 
 

7. ＩＴ化促進部門 
機構のＩＴ化促進等の事業に貢献した個人又はグループ（上記１．から６．までに該当するもの

を除く）。 
 



 

 

１．ソフトウェア部門 
 
(1) 受賞者 
 
  沖電気工業株式会社情報通信事業グループインキュベーション本部セキュリティソリューション

開発部 
 
  【代 表】 
    須崎

す ざ き

 昌彦
まさひこ

  
 
  【参加メンバー】 
    保田

ほ た

 浩之
ひろゆき

 
    染矢

そ め や

 哲
あき

宏
ひろ

 
    前野

ま え の

 蔵人
く ら と

 
    村瀬

む ら せ

 嘉史
よしふみ

 
    橋本

はしもと

 隆志
た か し

 
 

 
 

               （上段左から 村瀬、前野、染矢、橋本 
                  下段左から 保田、須崎  の各氏） 
 
(2) 受賞者の功績 
  平成 14年度、15年度の次世代ソフトウェア開発事業1にて採択した案件であり、文書を印刷すると

きに、紙の表面に印字する文字等の特徴情報を、その背景に地紋の形で埋め込むソフトウェアを開発

した。印字された文書を書き換えると、埋め込んだ特徴情報と一致しなくなり、改ざんの有無とその

場所が検知できる。セキュリティの概念を紙の上に応用した斬新な技術であり、印刷文書の改ざんを

検出するシステムや、その技術を応用してアンケートを自動的に集計するシステムを開発する等、開

発成果をもとに複数の商品化を行った。開発した技術を「Val-Code」と命名し、ホームページを開設
の上、展示会、新聞、雑誌への掲載等、積極的にビジネスを展開している。 

  また、平成 17年 11月、財務省が入札公告した「財政融資資金借用証書改ざん検証・確認システム
開発業務」に応募し、落札された。財務省及び全国の財務局・事務所は、財政融資における借用証書

の改ざん検証に活用する。 
   
(3) 選定理由 

重要書類に対する改ざん検出・防止等のセキュリティ強化課題を解決したことはその社会的意義が

高い。 

     情報の電子化には様々な利便性があるが、重要な文書はまだまだ紙で保存されることが多い。これ

は、紙という媒体が持つ信頼性、まとまった情報の一覧性や携帯性などの特性によるものである。本

技術は紙が持つこれらの利点を生かしつつ、改ざんしやすい素材と言う課題を解決しており、応用範

囲が広くかつ基盤的な技術と言える。 

また、ビジネス面でも着実な実績を挙げており、今後さらに証書等を取り扱う関連機関への展開が

期待できる。 

なお、本件は、次世代ソフトウェア開発事業開始時の支援プロジェクトであり、3～5 年後に実用化

するという次世代事業のスキーム通りに実用化された点においても、他のプロジェクトに対するモデ

ルケースとなったことが高く評価できるため選定された。 

                                                   
1次世代ソフトウェア開発事業：次世代を担う革新的なソフトウェア開発を支援するもの。民間ではリスクの高い次世代ソフトウェア開

発を支援する。 

参考資料 



 

 

２．オープンソースソフトウェア部門 
 
(1) 受賞者 
 

OSDL SI Forum Subgroup 2（事例・検証ＤＢ検討グループ） 

【代 表】 
鈴木
す ず き

 敦夫
あ つ お

  （ＮＥＣソフト株式会社） 
 

【参加メンバー】 

丹羽
に わ

 幹
かん

治
じ

  （ＮＥＣソフト株式会社） 

宇佐美
う さ み

 茂男
し げ お

 （日本ヒューレット・パッカード株式会社） 

菊池
き く ち

 健太郎
けんたろう

 （ＯＳＤＬ） 

泉澤
いずみさわ

 仁
じ ん

   （ＯＳＤＬ） 

田附
た つ き

 俊
とし

雄
お

  （オープンソース・ジャパン株式会社） 

関川
せきかわ

 誠
まこと

   （オープンソース・ジャパン株式会社） 

橋本
はしもと

 勝
まさる

   （オープンソース・ジャパン株式会社） 

大石
おおいし

 一郎
いちろう

  （東芝ソリューション株式会社） 

橋本
はしもと

 尚
ひさし

   （株式会社日立製作所） 

杉山
すぎやま

 憲
のり

明
あき

  （富士通株式会社） 

廣瀬
ひ ろ せ

 元義
もとよし

  （富士通株式会社） 

木槻
き つ き

 純一
じゅんいち

  （三菱電機株式会社） 

土屋
つ ち や

 隆
たかし

   （三菱電機株式会社） 

工内
く な い

 隆
たかし

   （元富士通株式会社） 

 
 
                   （円内は左から 橋本（尚）、土屋、田附、橋本（勝） 

    上段左から 泉澤、丹羽、木槻、廣瀬 

    下段左から 関川、鈴木、宇佐美、工内 の各氏） 

(2) 受賞者の功績 
 IPAは、OSS（オープンソースソフトウェア）を導入しようとするユーザ企業及び実際にシステム
を構築・納入するシステム構築企業の双方が、既存の類似システム事例を参考にして、安心して OSS
ベースのシステムの構築・導入を検討できる環境を整備するために、データベース「OSS iPedia」を
公開することとしている。このデータベース構築に当たって、その重要なコンテンツである「SI構築
事例」のために、OSDL SI Forum Subgroup 2から事例データベース構築ノウハウ及び収集した事例
情報が提供された。 
 この情報は、同グループのメンバー企業が共同して収集したものであり、これによって｢OSS 
iPedia｣の利用価値が飛躍的に高まった。 

 
(3) 選定理由 
    同グループが提供した事例情報は、適用業務、使用プラットフォーム・Linuxディストリビューシ
ョン・OSSミドルソフトウェアや開発言語等をキーワードとして事例を検索できる価値の高いもので
ある。 

  事例情報は、SI 企業のノウハウに直結するものであり、通常は、各企業に点在した情報を一元的
に検索するのは困難であるが、OSSの普及推進のためにメンバー企業が協力して事例を収集・提供し
たことは高く評価できる。 

同グループは、OSDL メンバー企業の中で先導的役割を果たし、データベース項目の検討を行っ
たこと及び実際の「SI構築事例」を収集し、IPAへ移管したことが高く評価できるため選定された。 



 

 

３．ソフトウェアエンジニアリング部門 
 
(1) 受賞者 
 
コーディング作法ワーキンググループ 
 
【代 表】 
  三橋

みつはし

 二
ふ

彩子
さ こ

（ＮＥＣエレクトロニクス株式会社） 
 
【参加メンバー】 

上田
う え だ

 直子
な お こ

 （富士通株式会社） 
宇野
う の

 結
むすび

  （松下電器産業株式会社） 
大島
おおしま

 健嗣
け ん じ

 （株式会社リコー） 
宍戸
し し ど

 文男
ふ み お

 （イーソル株式会社） 
八谷
は ち や

 祥一
しょういち

 （株式会社ガイア・システム・ソリューション） 
林田
はやしだ

 聖司
せ い じ

 （株式会社東芝） 
二上
ふたがみ

 貴夫
た か お

 （株式会社東陽テクニカ） 
古山
ふるやま

 寿樹
ひ さ き

 （松下電器産業株式会社） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
                     （上段左より 古山、八谷、大島、 
                      中段左より 上田、三橋、宇野 
                      下段左より 宍戸、林田、二上 の各氏） 
 
(2) 受賞者の功績 

同グループは、IPA と連携して活動している経済産業省の「組込みソフトウェア開発力強化推進タ
スクフォース」における「品質向上技術部会」のワーキンググループであり、平成 16 年度の活動成
果として、「コーディング作法ガイド（ドラフト版）」を作成した。同ガイドは、IPA のホームページ
で公開されている。本件に関するページリクエスト数は、公開 12ヶ月で累計 131,741件（2005年 4
月～2006 年 3 月末まで）、1ヶ月平均 10,978 件、1 日平均 361 件となっており、常に IPAのページ
リクエストにおいて上位に位置し、高い関心を集めている。 
 また、平成 17年度は、パブリックコメントを集約・検討し、「コーディング作法ガイド（第１版）」
を完成させた。（平成 18年 5月発行予定） 

 
(3) 選定理由 

同グループが、定例会以外の場でもコーディング作法検討のために多大な工数を割く等の努力の

結果、成功裡に「コーディング作法ガイド」を完成させたことは高く評価できる。 

 また、「コーディング作法ガイド」は、インターネット上でも特に高い関心を集めている。同グル

ープは、社会的ニーズを的確に捉えた活動を通じて IPA ソフトウェア・エンジニアリング・センタ
ーの事業に多大の貢献を行ったことが高く評価できるため選定された。 



 

 

４．情報セキュリティ部門（その１） 
 
(1) 受賞者 
 

山崎
やまざき

 圭
けい

吾
ご

 （株式会社ラック セキュアネットサービス事業本部テクニカルコンサルティング

サービス部グループリーダー） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
(2) 受賞者の功績 

IPAでは、経済産業省の告示（平成 16年 7月 8日）を受け、有限責任中間法人 JPCERTコーディ
ネーションセンターや関係機関／団体と連携し、脆弱性（ソフトウェア等における安全上の問題箇所）

関連情報流通の枠組み「情報セキュリティ早期警戒パートナーシップ」を運用している。同氏はこの

枠組みに基づき、IPAに対し、以下のソフトウェアの脆弱性についての届出を行った。 
 
① XOOPS2におけるクロスサイトスクリプティング3の脆弱性 
② Webminおよび Usermin4における認証回避の脆弱性 
③ nProtect : Netizen5における複数の脆弱性 

 
(3) 選定理由 
クレジット会社及び金融機関が提供する、ウェブサービスで使用されているセキュリティソフトウ

ェアである nProtect:Netizen に脆弱性が有ることを早期に発見・対応した。これにより、ウェブサ

イトを利用する顧客のコンピュータへのウィルスの侵害を未然に防いだことは、社会的に大きなイン

パクトがあった。 

  また、XOOPS 等、世の中で広く使われているオープンソースソフトウエアについても脆弱性を発見・

届出を行っており、これらの点が高く評価できるため選定された。

                                                   
2 XOOPS：コミュニティサイト構築用のオープンソースソフトウェア。 
3 クロスサイトスクリプティング：もともとのウェブサイトを越えて情報を漏えいさせること。 
4 Webminおよび Usermin：ウェブベースの Unixシステムの管理ツール。 
5 nProtect : Netizen：ウィルス不正アクセス、フィッシング詐欺対応のセキュリティソフトウェア。 



 

 

４．情報セキュリティ部門（その２） 
 
(1) 受賞者 
 

  太田
お お た

 良
よし

典
のり

 （株式会社ビジネス・アーキテクツ マネージャー） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 受賞者の功績 

IPAでは、経済産業省の告示（平成 16年 7月 8日）を受け、有限責任中間法人 JPCERTコーディ
ネーションセンターや関係機関・団体と連携し、脆弱性（ソフトウェア等における安全上の問題箇所）

関連情報流通の枠組み「情報セキュリティ早期警戒パートナーシップ」を運用している。同氏はこの

枠組みに基づき、平成 16 年 7 月の脆弱性関連情報取扱い業務開始以降、脆弱性関連情報について、
計 123件(ソフトウェア 4件、ウェブ 119件：平成 18年 3月末現在)と、最多の届出を行った。 
なお、届けられたソフトウェアのうちの「メールクライアントソフトにおける mailto URL scheme 
の不適切な解釈（JVN#FCAD9BD8）」、「Wikiクローンにおけるクロスサイトスクリプティングの脆弱
性（JVN#465742E4）」の２件は、既に対応・公開されている。 

 
(3) 選定理由 

「情報セキュリティ早期警戒パートナーシップ」は発見者からの届出という、セキュリティ関連技

術者の善意・ボランタリな行為があって初めて成立するものであり、現在 IPA としては、参加企業の

拡大に努めているところである。このような中で同氏は、同制度の運用開始以降、最多の脆弱性関連

情報の届出(123 件)を行っており、その努力と制度への貢献は他の技術者の模範となっている。 

  このように、「情報セキュリティ早期警戒パートナーシップ」への活動を通じて、IPA のセキュリ 

ティ事業に協力・連携して情報システムの安全性向上に多大な貢献をしたことが高く評価できるため

選定された。



 

 

 ５．人材育成部門（その１） 
 
(1) 受賞者 
 

  榎本
えのもと

 悠久
はるひさ

 （私立南山中学校男子部１年生［名古屋市］） 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 受賞者の功績 

初級システムアドミニストレータ（AD）試験を平成 17年春期、基本情報技術者（FE）試験を平成
17年秋期に合格した。 
 情報処理技術者試験制度創設以来、両方の試験を１１歳（受験当時）で合格した者は史上初である。 
  

 
(3) 選定理由 

小学生（受験当時）でありながら、情報処理技術者試験へ積極的に取り組み、見事に合格したこと

は、IT社会の今後を担う若い人々への大きな刺激となり、情報処理技術者試験の合格を目指す多くの

人に目標を与えた。 

また、本件が新聞に掲載される等により、情報処理技術者試験の知名度が高まり、IT分野の人材育

成の促進に貢献したことが高く評価できるため選定された。 



 

 

５．人材育成部門（その２） 
 
(1) 受賞者 
 

   高橋
たかはし

 秀
ひで

典
のり

 （特定非営利活動法人 ITSSユーザー協会 専務理事［株式会社スキルスタンダ
ード研究所代表］） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 受賞者の功績 

ITSSユーザー協会において、ITスキル標準の普及と啓発の点で指導的役割を果たした。また、IPA
の平成 16年度「ITプロフェッショナル育成協議会」、平成 17年度の「ITスキル標準経営者向け概説
書策定委員会」委員長及び「ITスキル標準バージョン 2改訂委員会」委員に就任し、ITスキル標準の
啓発活動で得た知見を活かし、活用促進にも努めている。 
 更に、地域に対しても積極的に導入促進のための普及・啓発活動を継続的に実施し、地域の IT プ
ロフェッショナルの人材育成も実施している。 

 
(3) 選定理由 

平成 14 年 12 月に「IT 人材に求められるスキルを整理、体系化」した IT スキル標準を公表以来、

IPA では、IT 業界の動向、技術革新に合わせ、ITスキル標準のブラッシュアップを行いつつ、その導

入促進に努めている（同バージョン２を本年 4 月 1 日公示）。このような中で、同協会は、特に地域

を含めた IT スキル標準の導入促進を積極的に推進し、IPA の人材育成施策に顕著な貢献を果たしてお

り、同氏はその中で指導的役割を担っている。 

 また、平成 17 年 11 月の IPA 発刊「経営者向け IT スキル標準概説書」の作成にあたっては、中心

となって活動する等、経営者に対する IT スキル標準の普及啓発活動の点でも高く評価できるため選

定された。 

 



 

 

５．人材育成部門（その３） 
 
(1) 受賞者 
 
株式会社いばらきＩＴ人材開発センター 
【代 表】 
  鈴木

す ず き

 健二
け ん じ

  
 
【参加メンバー】 

   児玉
こ だ ま

 隆
りゅう

次
じ

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                 （左より 児玉、鈴木 の各氏） 
 
(2) 受賞者の功績 

同社は、IT分野の入門から経営者向け情報活用研修までの幅広い人材育成を茨城県内 3ヶ所のサテ
ライト教室も利用しつつ展開している。 
 研修事業に関しては、「遠い」、「長い」、「高い」といった課題がある。この課題を解決するため、IPA
は、平成 16 年度事業として、ｅラーニング実証実験を企画した。同社は、全国 7 ヶ所の実証実験参
加機関の中核として参加した。また、この成果を受けて、平成 17 年度の経済産業省公募事業である
「草の根ｅラーニング・システム整備事業」を代表幹事として受託した。 
 また、IT分野の高度人材育成については、高等教育機関との連携が求められているが、同社は、経
済産業省公募事業「産学協同実践的 IT教育訓練支援事業」を積極的に受託し実施した。 

 
(3) 選定理由 

同社は、地域産業界の人材育成ニーズをタイムリーに反映した研修事業を実施している。これに加

えて、同社は、ｅラーニングという、新たな研修形態への取り組み及び高等教育機関との連携を積極

的に推進し、ITエンジニア育成に貢献した。これらの事例は、全国の地域ソフトウェアセンターが参

考とすべきベストプラクティスとなっている。 

 このように、進取の精神に基づく新たなビジネスモデルの構築を通じて、県内の人材育成に貢献す

るにとどまらず、そのビジネスモデルは広く全国に展開される等、我が国の IT 分野の人材育成に多

大な貢献をしたことが高く評価できるため選定された。 



 

 

６．事業化支援部門 
 

(1) 受賞者 
 

赤
あか

浦
うら

 徹
とおる

  （インキュベイト キャピタル パートナーズ ゼネラルパートナー） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 受賞者の功績 

平成 15、17 年度中小 IT ベンチャー支援事業6のプロジェクトマネージャを務め、以下の実績を上

げている。 
 ①平成 15年度に採択したベンチャー企業に対し、精力的に支援し、順調に立上げた。 
②平成 17 年度においては、ベンチャーキャピタリストとしての実績・知見・人脈を活かし、担当
案件の事業化に向けての支援活動を実施した。 

（例） 
・ウェブブラウザを開発したベンチャー企業（平成 16 年設立）の開発を支援し、さらに開発後の
事業化に関しても、人脈を活用してマーケッティングの支援を行った。 

・モバイル端末による顧客紹介システムの開発企業を支援し、当該企業の ECのショッピングサイ
トを運営している企業との契約成立を支援した。 

 
(3) 推薦理由 

平成 15,17 年度中小 IT ベンチャー支援事業のプロジェクトマネージャを 2年間務め、平成 18年度

も継続している。 

平成 15 年度には有望なベンチャー企業を育成し、順調に立ち上げた実績は高く評価できる。 

また、平成 17 年度においても、知見・実績を活かし、採択した担当ベンチャー企業の事業化に向

け、精力的な活動を行ったことが高く評価できるため選定された。 

                                                   
6 中小 IT ベンチャー支援事業：優れた技術シーズを持つ中小ＩＴベンチャー企業に対して、市場を見据えたソフトウェアの開発からそ
の事業化までの支援を行うもの。 



 

 

７．ＩＴ化促進部門 
 
(1) 受賞者 
 

昭和電機株式会社 
【代 表】 
  柏木

かしわぎ

 武久
たけひさ

  
 
【ＩＴコーディネータ】 
  森下

もりした

 勉
つとむ

 
    岩佐

い わ さ

 修二
しゅうじ

 
 

 
                （左より 森下、柏木、岩佐 の各氏） 
 
(2) 受賞者の功績 

同社は、「産業用送風機」、「産業用環境機器」等の製造・販売を行っている中小企業で、平成 16年
度 IT経営百選の最優秀賞認定企業である。同社は、 

 ・コミュニケーション 
 ・営業・マーケティングの改革 
 ・プロセスの高度化・連携 
の点で ITを高度活用しており、以下のとおり、ビジネスの IT化を進めている。 
 ①営業部門からの相談窓口を設置、相談内容をデータベース化し、社内どこからでも検索可能とす

るとともに、ホームページにて広く自社の技術やノウハウの公開を行っている。 
  ②5,000 機種以上の最新データを登録した技術資料検索システムを社員が全国の営業所で利用でき、

顧客へ資料提供等について迅速な対応を可能としている。 
  ③営業、設計、生産、経理にわたる一貫した情報システムを構築している。 
 
  ITコーディネータの両氏は、同社と 3ヶ月に渡るディスカッションを実施し、同社が経営戦略を明
確化するプロセスで的確なアドバイスを実施した。また、同社が経営方針に基づき、IT投資を行う際
にも、ベンダーとの仲介役を果たし、過剰投資の防止につながった。 

 
(3) 選定理由 

データベースを整備することにより、顧客からの見積りや納期の問い合わせに対する回答時間を短

縮するなど、IT を活用して顧客満足度の向上を図っている。 

また、社内においては個々の営業・技術部門のスタッフにより蓄積された情報を共有化することで、

スキル向上を実現しており、ビジネス・経営面及び IT 高度活用面にて他社の模範となる項目が多く、

企業の IT活用促進の点において顕著な貢献が見られたことが高く評価できるため選定された。 

また、IT コーディネータの両名については、以前から IT の導入に積極的であった同社が更に、IT

活用の促進を図るにあたって、経営戦略の明確化及び IT 投資に関して、適切なアドバイスを実施す

る等、同社が IT 経営百選最優秀賞に認定される原動力となった。 
 


